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大久保市長 

令和８年熊本地震および令和８年８月千葉豪雨で亡くなられた方々に哀悼の意を表すると

ともに、被害に遭われた皆さまに心からお見舞い申し上げます。 

令和８年熊本地震では諫早市においても多良見地域で震度５弱の揺れを観測しました。 

人的被害はありませんでしたが、多良見体育センターにおいて、２階のメインアリーナの天

井板が落下する被害が発生しています。 

当分の間、利用を休止して、利用者の皆さんには大変ご迷惑をおかけしていますが、できる

だけ早く急いで復旧していきます。 

被災地の支援についてです。 

まず人的支援として、今月３日から下水道施設の調査業務に職員２名を宇土市に派遣した

のを皮切りに、長崎県や関係団体と連携しながら、応急給水活動や避難所の運営業務に職

員を派遣しています。 

義援金についても、諫早市役所本庁、各支所、各出張所、計１６か所に募金箱を設置してい

ますので、よろしくお願いします。 

これから熊本の方も復旧から復興ということで、フェーズも変わっていきますが、引き続き

しっかりと、隣県ですので、でき得る支援をしていきたいと考えています。 

 

次に子育て支援の充実ということで、（第３次諫早市総合計画の）「育ててよし」の部分です。 

諫早市において現在、第３期諫早市子ども・子育て支援事業計画に基づいて政策を実行し

ているところです。 

私の公約である子育て支援３本の矢の拡充として、高校生世代の福祉医療費は現在償還払

い方式ですが、本年１０月の診療分から現物給付化を実施します。 

 

病児保育についてです。 

現在諫早市内の２施設で実施していますが、さらに拡充して４施設にして、病気の子どもが

適切なケアを受けられる体制の強化を図っていきます。 

 

諫早市高来町の深海地区の本明川下流域についてです。 

現在も干陸地ということでコスモス畑やそばの栽培、クロスカントリー、あるいは水上スポ

ーツということで利活用をしていますが、本年６月にこの地元関係団体や国、県の官民で構

成する本明川・深海地区かわまちづくり協議会で、今後の干陸地の活用についてさらに推

進していこうということで計画を作成し、国に対して申請を行っていましたが、８月７日付

で、「かわまちづくり」として登録の通知を受けました。 

これに伴い、来年度から国において護岸や広場などの整備が進められます。 

諫早市においても、今後、水上スポーツの聖地として、ボート利用に必要な浮き桟橋や艇庫
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などを整備していきます。 

 

来年１月に迫ってきましたが、長崎ミュージックフェスマラソン２０２７についてです。 

もう間もなく一般枠の締め切りも迫ってきました。 

長崎ミュージックフェスマラソンの機運醸成事業として、毎週土曜日の早朝から、県立総合

運動公園でマラソン挑戦への道と題して、元諫早高校陸上部監督である松元先生ご指導の

下で、練習会が開かれています。 

直近ではお盆の最中でしたが、７０名の方が参加されたということで、内容も個人のペース

に合わせて、お互いに声を掛け合いながら、汗を流しているような状況です。 

この練習会は、ミュージックフェスマラソンにエントリーしている方はもちろんですが、エント

リーしてなくても健康づくりや仲間づくりを目的に、どなたでも参加することができるとい

うことであります。 

最近では私も諫早市内を回っていましても、ランニングやウォーキングをされる方を多く見

かけるようになりました。 

ぜひ長崎ミュージックフェスマラソンという大きなイベント開催をきっかけに、市民の皆さん

にも運動の習慣化、歩いたり走ったりといった運動の習慣が身について、それが市民の皆

さんの健康増進につながればいいなと期待をしています。 

ぜひ市民の皆さんも、このマラソン練習会にご参加いただければと思います。 

私も機会を見て参加したいと思っています。 

 

９月定例市議会に提案する内容について私から概要を説明をします。 

今回は報告案件１件、議案が２件の計３件です。 

議案２件のうち予算関係が１件、その他の案件は１件で、予算関係が令和８年度諫早市一般

会計補正予算で、総額２億５，７００万円です。 

補正後の一般会計予算総額は７３４億８，２００万円です。 

細かい事業の内容は、議案第７６号の大学新学部設置支援事業が新規です。 

鎮西学院大学は、社会情報学部（仮称）ですが、情報処理や地域経済を支える経営マネジメ

ントを学ぶような新しい時代の新しい学部を設置すると聞いています。 

まさに「育ててよし」の部分と市内の企業の承継など、いろんなことに役立つと考えていま

すので、支援をしていきたいと考えています。 

 

先ほど触れました、病児保育の事業については、拡充事業です。 

現在２施設で、さらに２施設を加えて４施設になるということで、しっかり取り組んでいきた

いと思います。 

これが充実されると、恐らく県内トップの病児保育体制になるのではないかと思っています
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ので、よろしくお願いいたします。 


